
ほけんだより 

 

 

 梅雨が明けると、夏本番。熱中症の発生は７～８月がピークになります。熱中症は、海辺やキャ

ンプ、テーマパークなどの屋外だけではなく、閉め切った室内や車内でもおこすことがありますの

で注意しましょう。 

【熱中症とは】 

 高温多湿な環境下で、体内の水分や塩分のバランスが崩れて体温調節機能がうまく働かなくなり、

体に様々な異常が起こってしまう状態です。 

 

【熱中症の症状と対応】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【熱中症の予防】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【症状】 

高熱、受け答えがおかし

い、けいれん、意識がな 

く動かないなど 

【症状】 

顔色が悪い、熱がある、 

頭痛、吐き気など 

【対応】 

・涼しい場所に移動、寝かせて、衣服をゆるめる 

・水分や塩分の補給をする（経口補水液など） 

・体を冷やす（冷水タオルや氷で首、わきの下、足の付け根など） 

 

水分がとれない、よくならなければ・・・ 

病 院 へ 

【対応】 

体を冷やし、急いで救急車

を呼ぶ 

軽症 重症 

◎こまめな水分補給をする 

意識して水や麦茶などで水分補給を 

しましょう。 

※イオン飲料やスポーツドリンクは 

  飲みすぎないようにしましょう。 

 

◎室内環境にも注意をする 

・適宜、扇風機やエアコンを使いましょう。 

・カーテンやすだれ等で遮光するのも温度 

が上がりすぎるのを抑えてくれます。 

・家の中でも水分補給をしましょう。 

◎子どもだけ車内に残さない 

車内では、エアコンをつけていてもバッテリ

ーが上がってエアコンが止まってしまうこと

があります。その結果、車内の温度が急激に

上がり熱中症になると、命にかかわることが 

あり大変危険です。 

 

 

◎外出時は暑さを避ける 

・日陰を選んで遊びましょう。 

・帽子をかぶりましょう。 

・衣服は、吸湿性があり 

通気性が良いものがお勧めです。 

 

【症状】 

体が熱い、赤くなっている、大量

の汗をかいている、めまいなど 
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